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研究成果の概要（和文）：糖尿病性・虚血性潰瘍の創傷治癒能力を評価する方法として現在レーザードップラーを利用
した皮膚灌流圧（skin perfusion pressure: SPP）と経皮酸素分圧が主流となっている。しかしSPPは虚血下肢の患者
の場合疼痛が強く測定不能なことも多く、経皮酸素分圧は数値の不安定性が問題となる。いずれもの方法も一長一短で
より有効に治癒能力を判定する方法が求められ、本研究ではそれを検討した。

研究成果の概要（英文）：Chronic wounds due to diabetes mellitus (DM) and/or peripheral arterial disease (P
AD) often occur in the pedal region peripheral to the ankle. To predict wound healing potential of the lim
b ulcers, skin perfusion pressure (SPP) and transcutaneous oxygen tension (TcPO2) have recently become pop
ular as the parameters that reflect skin microcirculation. On the other hand, ultrasonography for the macr
ocirculatory vessels has already prevailed widely as the standard vascular investigation. The skin microci
rculation peripheral to the ankle probably depends on the macrocirculatory blood flow at the ankle level. 
Thus, this study aims to estimate weather the blood flow of the anterior tibial artery (ATA) and the poste
rior tibial artery at the ankle level reflect the values of SPP and TcPO2 on the foot. .
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１．研究開始当初の背景 
糖尿病性・虚血性潰瘍の創傷治癒能力を評価
する方法として現在レーザードップラーを
利用した皮膚灌流圧（skin perfusion 
pressure: SPP）と経皮酸素分圧が主流とな
っている。しかし SPP は虚血下肢の患者の
場合疼痛が強く測定不能なことも多く、経皮
酸素分圧は数値の不安定性や再現性の少な
さが問題となる。いずれもの方法も一長一短
でより有効に治癒能力を判定する方法が求
められた。 
２．研究の目的 
糖尿病や末梢動脈疾患（peripheral arterial 
disease ; PAD）に起因する足壊死・潰瘍の治
療においては下肢の血流状態を把握するこ
とが重要であり、創傷治癒のための血流が不
足している場合は、血行再建を優先して末梢
の血流を改善するのが大原則である。本研究
ではその治療のターゲットとなる足関節レ
ベルでの前脛骨動脈（anterior tibial artery : 
ATA）と後脛骨動脈（posterior tibial artery : 
PTA）に着目した。 
３．研究の方法 
埼玉医科大学形成外科を受診した糖尿病性
足病変および PAD による潰瘍を有する患者
104 例 130 肢（男性 104 肢、女性 26 肢、平均
年齢 66.4±12.0 ）を対象とした。血管超音
波検査で足関節部の ATA と PTA の血流量を
計測し、その和と足背部の SPP 値と TcPO2
値を用いてそれぞれの相関を検討した。さら
に、SPP40 mmHg 以上を治癒予測群
（predicted healing group）、40 mmHg 未満
を非治癒予測群（predicted unhealing 
group）として２群の足血流量を比較検討し
た。 
４．研究成果 
足関節部の ATA と PTA の和が、末梢の微小
循環を反映する SPP および TcPO2 と相関す
ることが判明した SPP 40mmHg 以上の治癒予
測群では、足血流量は 335.63±196.78 であ
った。SPP 40mmHg 未満の非治癒予測群では、
足血流量は 212.52±150.62 であり、両群に
おいて有意な差が認められた( p = 0.0098 )。
SPP や TcPO2 の機器がない施設や、患者の
疼痛などにより長い時間の検査が不可能な
場合でも、血管超音波検査で大循環系の血流
量を計測することで、足関節部より末梢の血
行動態を簡便に評価できると考えられる。 
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